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Q2. 2. 耐用性 信頼性 基準よ 50％増 耐震性、衛生器具 節水型、将来的 雑用水利用を想定、 水槽 非常時用 水口

あ 、機械 配管支持方法：耐震Ｓ

LR1.1. 建物外皮 熱負荷抑制 ブ ン、高性能 、断熱厚増 よ BPI性能向

LR1.3. 設備 高効率化 BEI 向

LR3.1. 地球温暖化へ 配慮 L（（O2削減
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BEI 0.46
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ZEB Ready達成 ため 採用した要素技術

ッ ン

屋根 び外壁 断熱を強化し 空調負荷 低減

外装 東西面 ンを計画 窓 高性能１oて-分複層 内部 ン を採用 こ 断熱性能 日射遮蔽

効果を向上さ 空調負荷を低減

中間期 い ン内側窓部 設けた 排煙窓を利用し冷涼 外気を 入 こ 外気冷房を行え 計画

ン

高効率空調機を採用し空調設備 消費電力を低減

換気 主 全熱交換器を採用し 予熱時外気 入停止機能制御 （O「セン 風量 適化 自然換気 制御を行い 空調

負荷 び消費電力を低減

大型 ン 高効率モ ッ ン 搭載 機器を採用し ン 風量を 適化し 消費電力を低減

給湯器 潜熱回収型を採用し 省 ネ 性 配慮

一般照明器具 全 照明器具を採用した 昼光セン び人感セン 制御を行い 照明 消費電力を低減

変電設備 け 変圧器 高効率型 し 変圧器 け 損失電力を削減し 省 ネ 性を向上

創 ネ設備 し 太陽光発電設備を採用した 発電した電力 ウ ン蓄電池 蓄電し 常時 電力 ッ

非常時 特定負荷 電力供給

設備 管理 中央監視 制御装置を用い 行う Ｓ 計測 収集 びそ 析を行い 適 維持管理や

ュ ン を実施
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業計画

現庁舎 建設 約50 経過し老朽化 進行し い 状

況 あ た こ う 状況 中 行政窓口 し 市庁

舎 し 防災機能を強化した新た ち

く 拠点 し 整備さ

ZEB Ready庁舎 実現を目指して

地球環境 やさしい施設を目指し 外装

ンウ ンを計画 窓 高性能１oて-

分複層 日射負荷低減 高断熱化 ン

日射遮蔽等を採用し省 ネを目指した

建築計画 省 ネ 技術 を連携さ こ

合理的 大限 そ 性能を発揮 こ 可能 コ

ン 庁舎 実現を目指し計画さ い

ンパ ZEB Ready庁舎 概念図

ッ ン

屋根 外壁 高断熱化

高性能１oて-分

内部 ン 日射遮蔽

自然通風

ン

太陽光発電設備 太陽光 ネ +蓄電池

高効率空調機

Ｏ セン 換気制御

ン 換気風量制御

潜熱回収型給湯器

高効率 変電設備

全館 照明

昼光セン 人感セン 照明制御

Ｓ 設備一元管理 監視

超節水型衛生器具

ＶＶＶ 制御 昇降機


